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２０１２年１０月１８日 

記者各位 

 

当社のＳＯＦＣ型家庭用燃料電池「エネファーム（Ｔｙｐｅ Ｓ）」が 

２０１２年「日経地球環境技術賞」を受賞 

 

 当社（社長：一色 誠一）が製造・販売するＳＯＦＣ※１型家庭用燃料電池「エネファーム（Ｔｙｐｅ Ｓ）

（以下「ＳＯＦＣ型エネファーム」）が、日本経済新聞社が主催する２０１２年「日経地球環境技術賞」

で「優秀賞」に選出されましたので、お知らせいたします。 

 

「日経地球環境技術賞」は、地球環境問題に関する調査、研究、技術開発、ならびにものづくり

について実践的な取り組みの独自性、実現性などを総合判断し、優れた成果を表彰する制度で

す。 

「ＳＯＦＣ型エネファーム」は、ＬＰガス・都市ガスから取り出した水素と空気中の酸素を化学反応

させて発電し、この時に発生する熱でお湯もつくる高効率の家庭用コージェネレーションシステムで

す。定格発電効率４５％を実現し、電力需要に合わせて２４時間連続運転を行うことにより、一般

家庭で使用される電力の約７割をカバーすることが可能です。 

当社は、「ＳＯＦＣ型エネファーム」を軸に太陽光発電などと組み合わせた新エネルギーシステム

のご提供を行うとともに、お客様のご家庭のエネルギーの最適化をご提案するＥＮＥＯＳエネルギー

診断サービス「Ｄｒ．おうちのエネルギー」を展開するなど、「省エネ」「再エネ」「自立」をキーワードと

する「ＥＮＥＯＳ創エネ事業」を推進することで、自立・分散型エネルギー社会の実現に貢献してまい

ります。 

なお表彰式は１１月７日（水）、日本経済新聞社 カンファレンスルームで行なわれる予定です。 

※１ 固体酸化物形燃料電池（Solid Oxide Fuel Cell）：電解質にセラミックを用い、各種燃料電池のなかでも発

電効率が最も高い。セルに貴金属が不要なことも特徴。 

 

 

＜日経地球環境技術賞概要＞                         

主   催：日本経済新聞社 

審査委員長：茅 陽一（地球環境産業技術研究機構理事長） 

評 価 基 準：（１）地球環境保全への貢献度 

       （２）研究・技術の独自性 

       （３）技術の実現性、普及の可能性 

       （４）産業界への技術革新の貢献度 

       （５）社会へのインパクト  



＜ＳＯＦＣ型家庭用燃料電池「エネファーム（Ｔｙｐｅ Ｓ）」の概要＞ 

 

１．販売開始日 ２０１１年１０月１７日 

２．販売機種      ＬＰガス仕様、都市ガス仕様 

３．希望小売価格  ２７０万円（消費税込み、工事費別） 

４．保証期間      １０年間  

５．販売エリア      北海道・沖縄県を除く地域 

 （但し、気温・標高・沿岸からの距離など、条件により 

設置できないエリアがあります） 

６．製品仕様 

 ＳＯＦＣ型家庭用燃料電池 

エネファーム（Ｔｙｐｅ Ｓ） 

LP ｶﾞｽ、都市ｶﾞｽ仕様共通 

定格出力 ７００Ｗ 

定格発電効率 ４５％（ＬＨＶ※２） 

定格熱回収効率 ４２％（ＬＨＶ※２） 

寸
法 

発電ユニット Ｈ９００㎜×Ｗ５６３㎜×Ｄ３０２㎜ 

貯湯ユニット 

［貯湯量］ 

Ｈ１，７６０㎜×Ｗ７４０㎜×Ｄ３１０㎜ 

［９０Ｌ］ 

※２ LHV（Lower Heating Value）：低位発熱量。燃料ガスを完全に燃焼したときの発熱量から水蒸気の凝縮

潜熱を差し引いた値 

 

お 問 い 合 わ せ 先：エネファーム専用ダイヤル ０１２０－５６－８７０４ 

営業時間 9：00～17：00（土・日・祝日も営業） 

商品ご紹介サイト：http://www.noe.jx-group.co.jp/lande/product/fuelcell/index.html 

 

以上 

http://www.noe.jx-group.co.jp/lande/product/fuelcell/index.html

